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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
発熱体を有する加熱部材と、
前記加熱部材に接触摺動する耐熱性フィルムと、
前記耐熱性フィルムを介して前記加熱部材に押圧接触し、ニップ部を形成する加圧部材と
を有する定着装置と、
前記発熱体を発熱させ、記録材上に転写された未定着のトナー像を前記ニップ部で定着す
る定着動作を制御する制御手段を備えた画像形成装置において、
前記発熱体は、前記加熱部材の同一面上に、記録材の搬送方向に対して直交する方向の幅
がそれぞれ異なる複数の加熱領域が前記搬送方向に並設されるとともに、前記制御手段は
前記複数の加熱領域のうちいずれか一つの加熱領域を前記ニップ部に移動させ、移動させ
た加熱領域を発熱させることで前記定着動作を行うことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
前記発熱体に設けられた前記加熱領域の幅は、記録材の搬送方向に対して直交する方向の
所定の記録材の幅に基づき決定されていることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装
置。
【請求項３】
前記制御手段は、
前記記録材の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段を有し、
前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択し発熱動作を行
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わせることを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
前記発熱体に設けられた前記加熱領域の幅は、記録材上に形成される所定の画像の幅に基
づき決定されていることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
前記制御手段は、
前記画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段を有し、
前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択し発熱動作を行
わせることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
前記加熱領域の選択は、前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報より大きく前記幅情報
に最も近い幅の加熱領域を選択することを特徴とする請求項３または５に記載の画像形成
装置。
【請求項７】
前記発熱体は、それぞれの加熱領域毎に通電が行えるように構成されていることを特徴と
する請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
前記加熱部材は、
前記発熱体の前記加熱領域の幅が所定方向から増加、または、減少する何れかの順に、並
設されていることを特徴とする請求項１乃至請求項７の何れか１項に記載の画像形成装置
。
【請求項９】
前記発熱体は、抵抗発熱体であることを特徴とする請求項１乃至請求項８の何れか１項に
記載の画像形成装置。
【請求項１０】
記録材の搬送方向に対して直交する方向の幅がそれぞれ異なる複数の加熱領域が前記搬送
方向に同一面上に並設された発熱体を有する加熱部材と、前記加熱部材に接触摺動する耐
熱性フィルムと、前記耐熱性フィルムを介して前記加熱部材に押圧接触し、ニップ部を形
成する加圧部材と、を有する定着装置と、
前記複数の加熱領域のうちいずれか一つの加熱領域を前記ニップ部に移動させる移動手段
と、
記録材の幅、または、画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段と、
制御手段と、
を備えた画像形成装置における定着方法において、
前記記録材の幅、または、前記画像の幅に関する幅情報を取得するステップと、
取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択するステップと、
選択した加熱領域を前記ニップ部に移動させるステップと、
移動させた加熱領域を発熱させ、前記ニップ部において記録材上に転写された未定着のト
ナー像を定着する定着動作を行うステップと、
を有することを特徴とする画像形成装置における定着方法。
【請求項１１】
前記加熱領域を選択するステップは、幅情報を取得するステップにおいて取得した前記幅
情報より大きく前記幅情報に最も近い幅の加熱領域を選択することを特徴とする請求項１
０に記載の画像形成装置における定着方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ装置及び、それらの複合機として電子写真
方式により形成されたトナー像を転写紙に定着するための定着装置を備えた画像形成装置
及び画像形成装置における定着方法に関し、特に、発熱体の発熱量を耐熱性フィルムを介
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して転写紙上に転写された未定着のトナー像に付与し定着するようにした定着装置を備え
た画像形成装置及び画像形成装置における定着方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近では、パーソナルコンピュータ（パソコンともいう。）の普及により、インターネ
ットと呼ばれる情報通信網が発展し、得られた画像情報（図や写真、記号や数字及び文字
等を含む情報をいう。）は、パソコン上で見られるだけでなく、これらの画像情報の多く
はカラーの画像情報として取り扱われ加工されて、パソコンと連結された画像形成装置を
介して出力（プリント、印刷、または印字ともいう。）されることが多くなっている。
【０００３】
　電子写真方式の画像形成装置で、これらのカラーの画像情報を出力する場合は、転写紙
（用紙、記録紙または記録材ともいう。）上に形成されるトナーの付着量がモノクロ（白
黒）の画像情報に比べて、例えば、Ｙ（イエロー）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ
（黒）等の複数のトナーを使用してカラーの画像情報に基づくトナー像を形成するのでト
ナーの付着量が格段に多くなる。
【０００４】
　従って、カラーのトナー像を転写紙に定着しようとすると、モノクロのトナー像を定着
する場合より多くの熱量を与える必要がある。
【０００５】
　ところが、多くの熱量を与えることができるように定着装置の加熱ローラを改良したと
ころ、大幅サイズの転写紙上の未定着のトナー像を定着する際は効果的で問題ないが、小
幅サイズの転写紙を使用した場合に、加熱ローラの小幅サイズの転写紙の領域以外の定着
に寄与しない部分の温度が上昇しすぎて、対向する加圧ローラの表層を剥離させる等の熱
による損傷が発生するという問題が生じていた。
【０００６】
　そこで、小幅サイズから大幅サイズの転写紙まで、無駄なエネルギー消費のほとんどな
い効率的な定着が行える定着装置として、例えば、加熱ローラに最大通紙幅に応じた第１
の発熱層と、絶縁層を介してその内側に最小紙幅に応じた第２の発熱層を形成し、用紙幅
に対応して発熱層を切り換えて発熱させ効率的に定着するための技術（例えば、特許文献
１参照。）が公開されている。
【０００７】
　また、耐熱性フィルムを介して発熱体の熱量をトナー像に付与する構成とすることによ
り、従来の加熱ローラと加圧ローラを使用した定着ローラ対からなる定着装置よりニップ
幅を広くとりやすくし、与える熱量を増やすことを可能とした定着装置においては、小幅
サイズから大幅サイズの転写紙まで、無駄なエネルギー消費のほとんどない効率的な定着
が行える定着装置として、例えば、発熱手段の発熱体であるセラミックヒータの発熱を、
その背面側に発熱体の長手方向に沿って形成したスリット状の非通電の導電パターン、ま
たは発熱体の長手方向に沿って線状パターンを交互に接するようにして形成した平面状の
非通電の導電パターンによって、用紙の幅に応じて必要な部分の効率的な加熱を行い、一
方では、不要な部分の温度上昇を抑えるために発熱手段全体に拡散させるようにした技術
（例えば、特許文献２参照。）が公開されている。
【特許文献１】特開平１０－３３３４７２号公報
【特許文献２】特開平１０－３１９７５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１は、第１の発熱層と第２の発熱層は層状に構成されており、
第２の発熱層は、第１の発熱層より内側に配置されるため熱効率が落ちる。
【０００９】
　また、小幅サイズ紙の連続通紙直後に大幅サイズ紙を通紙したときには、大幅サイズ紙
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用の第１の発熱層に通電されるが、このとき、通電されていた小幅サイズ紙用の第２の発
熱層の温度の影響で中央部の温度が高くなってしまい、均一な温度分布が得られ難く、ま
た、中央部の温度が下がり全体が均一な温度分布になるまでに時間がかかるという問題が
あった。
【００１０】
　特に、特許文献１は、複数の転写紙サイズに対応しようとすると、発熱層はさらに多層
の構造にする必要があるので、構造が複雑になり、しかも、内側に配置される発熱層はま
すます熱効率が落ちることになり、極めて均一な温度分布が得られ難いという大きな問題
がある。
【００１１】
　また、特許文献２は、抵抗発熱体パターンの背面側両側に非通電の熱拡散パターンを備
えるものであるため、用紙の幅に応じて不要な部分の温度上昇を抑えることができるかも
しれないが、必要な部分の温度を上昇させる時には背面側の非通電の熱拡散パターンによ
る放熱のため、早期に必要な部分の温度を上昇させようとすればする程大きなエネルギー
が必要となり、エネルギーの無駄遣いが起こるという矛盾が生じるという問題があった。
【００１２】
　本発明は、上記問題に鑑み、構造や制御が簡単で、エネルギーの無駄遣いが起こらず、
均一な温度分布が得られ、効率的で安定した定着を実現し、高品位な画像形成ができる画
像形成装置及び画像形成装置における定着方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、下記構成を採ることで上記目的を達成できる。
【００１４】
　（１）発熱体を有する加熱部材と、
前記加熱部材に接触摺動する耐熱性フィルムと、
前記耐熱性フィルムを介して前記加熱部材に押圧接触し、ニップ部を形成する加圧部材と
を有する定着装置と、
前記発熱体を発熱させ、記録材上に転写された未定着のトナー像を前記ニップ部で定着す
る定着動作を制御する制御手段を備えた画像形成装置において、
前記発熱体は、前記加熱部材の同一面上に、記録材の搬送方向に対して直交する方向の幅
がそれぞれ異なる複数の加熱領域が前記搬送方向に並設されるとともに、前記制御手段は
前記複数の加熱領域のうちいずれか一つの加熱領域を前記ニップ部に移動させ、移動させ
た加熱領域を発熱させることで前記定着動作を行うことを特徴とする画像形成装置。
【００１５】
　（２）前記発熱体に設けられた前記加熱領域の幅は、記録材の搬送方向に対して直交す
る方向の所定の記録材の幅に基づき決定されていることを特徴とする（１）に記載の画像
形成装置。
　（３）前記制御手段は、
前記記録材の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段を有し、
前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択し発熱動作を行
わせることを特徴とする（２）に記載の画像形成装置。
【００１６】
　（４）前記発熱体に設けられた前記加熱領域の幅は、記録材上に形成される所定の画像
の幅に基づき決定されていることを特徴とする（１）に記載の画像形成装置。
　（５）前記制御手段は、
前記画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段を有し、
前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択し発熱動作を行
わせることを特徴とする（４）に記載の画像形成装置。
　（６）前記加熱領域の選択は、前記幅情報取得手段が取得した前記幅情報より大きく前
記幅情報に最も近い幅の加熱領域を選択することを特徴とする（３）または（５）に記載
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の画像形成装置。
【００１７】
　（７）前記発熱体は、それぞれの加熱領域毎に通電が行えるように構成されていること
を特徴とする（１）乃至（６）の何れか１項に記載の画像形成装置。
【００１９】
　（８）前記加熱部材は、
前記発熱体の前記加熱領域の幅が所定方向から増加、または、減少する何れかの順に、並
設されていることを特徴とする（１）乃至（７）の何れか１項に記載の画像形成装置。
【００２０】
　（９）前記発熱体は、抵抗発熱体であることを特徴とする（１）乃至（８）の何れか１
項に記載の画像形成装置。
　（１０）記録材の搬送方向に対して直交する方向の幅がそれぞれ異なる複数の加熱領域
が前記搬送方向に同一面上に並設された発熱体を有する加熱部材と、前記加熱部材に接触
摺動する耐熱性フィルムと、前記耐熱性フィルムを介して前記加熱部材に押圧接触し、ニ
ップ部を形成する加圧部材と、を有する定着装置と、
前記複数の加熱領域のうちいずれか一つの加熱領域を前記ニップ部に移動させる移動手段
と、
記録材の幅、または、画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取得手段と、
制御手段と、
を備えた画像形成装置における定着方法において、
前記記録材の幅、または、前記画像の幅に関する幅情報を取得するステップと、
取得した前記幅情報に対応する前記加熱領域を選択するステップと、
選択した加熱領域を前記ニップ部に移動させるステップと、
移動させた加熱領域を発熱させ、前記ニップ部において記録材上に転写された未定着のト
ナー像を定着する定着動作を行うステップと、
を有することを特徴とする画像形成装置における定着方法。
　（１１）前記加熱領域を選択するステップは、幅情報を取得するステップにおいて取得
した前記幅情報より大きく前記幅情報に最も近い幅の加熱領域を選択することを特徴とす
る（１０）に記載の画像形成装置における定着方法。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、記録材の搬送方向に並設させた複数の加熱領域を有する発熱体を前記加熱部
材の同一面上に設けたことにより、通電される発熱体を切り換えても、積層構造ではない
ので熱効率が変化することがなく、記録材の幅等に応じて必要な部分の発熱体のみが均一
に加熱され温度分布が容易に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像
形成装置及び画像形成装置における定着方法を提供することができる。
【００２２】
　また、発熱体に設けられた記録部材の搬送方向に対して直交する方向の加熱領域の幅は
、記録材の幅等に基づき決定されているので、複数の記録材の幅、または画像の幅に容易
に対応することができ、また、必要な部分の発熱体のみが均一に加熱され温度分布が容易
に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供することが
できる。
【００２３】
　また、発熱体は、それぞれの加熱領域毎に通電が行えるように構成されているので、容
易に記録材の幅、または画像の幅に応じて必要な部分の発熱体のみが均一に加熱され温度
分布が容易に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供
することができる。
【００２４】
　また、制御手段は、記録材の幅、または、画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取
得手段を有し、幅情報取得手段が取得した幅情報に対応する加熱領域を有する発熱体を選
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択し発熱作動を行わせることができるので、エネルギーの無駄遣いがなく、効率的に発熱
体を発熱させ安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供することができる。
【００２５】
　また、発熱体を抵抗発熱体で構成したので、構造が簡単で、しかも、発熱体の加熱領域
の幅が所定方向から増加、または、減少する何れかの順に、並設されているので、発熱体
を効率的に切り換えることができ、記録材の幅等に応じて発熱体の切り換え作動や発熱体
による定着のための加熱制御が容易に行える定着装置を有する画像形成装置を提供できる
ようになった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照しながら本発明を詳細に説明するが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。なお、各図面において、同一符号のものは同一の物を示すものとし、適宜、関
連する他の図面を参照して、詳細に説明するものとする。
【００２７】
　図１は本発明に係る画像形成装置の概略図、図２は本発明に係る定着装置の模式図、図
３は本発明に係る加熱部材の位置制御を示す模式図、図４は本発明に係る発熱体のパター
ン図、図５は本発明に係る画像形成装置の回路構成を示すブロック図である。
【００２８】
　図１により本発明に係る画像形成装置の構成について説明する。
【００２９】
　本発明の実施の形態における画像形成装置２０は、説明を簡単にするために電子写真方
式の複写機とする。電子写真方式の複写機はよく知られているので、本発明と直接関わり
のない部分に関しては簡単に説明する。
【００３０】
　２０は画像形成装置、３０は画像形成装置２０に装着された自動原稿送り装置（ＡＤＦ
）である。
【００３１】
　画像形成装置２０は、筐体１の右側面部に、比較的少量の転写紙（記録紙、記録材また
は用紙ともいう。）を供給するための手差し皿２が設けられ、左側面部には排紙皿３が設
けられている。
【００３２】
　排紙皿３には、後述する給紙カセット１２や手差し皿２から供給され、画像が形成され
た通常の転写紙（普通紙ともいう。）Ｐや特殊な転写紙ＩＰ等が排紙され積載するように
なっている。
【００３３】
　筐体１の底面部には画像形成装置２０を移動できるようにするための複数のローラ（キ
ャスターともいう。）４が設けられている。
【００３４】
　筐体１の前面の上部には、画像形成装置２０を作動させるための表示手段及び操作入力
手段としてのコントロールパネルＣＰが設けられている。
【００３５】
　コントロールパネルＣＰには、液晶表示装置、あるいは、表示装置にタッチパネル等が
組み込まれたタッチパネル式の液晶表示装置により構成された表示手段ＤＰ、数値等を入
力するキーボードＫＢ、及び、コピー等の一連の画像形成動作を実行させるスタート釦（
コピー釦ともいう。）ＳＫ等からなる操作入力手段としての入力装置とが設けられている
。
【００３６】
　本実施の形態においては、コントロールパネルＣＰで転写紙搬送モード等に関連する操
作モードが設定でき、例えば、出力する転写紙のサイズや出力部数等を選択設定したり、
片面印刷モードと両面印刷モードが設定でき、また、転写紙の排紙に関する操作モードで
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ある、フェイスアップ排紙モードやフェイスダウン排紙モード等が設定できるようになっ
ている。
【００３７】
　制御手段ＥＣは、制御回路とも呼ばれ、画像形成装置２０の全ての作動を制御するため
の手段であり、ＣＰＵ等からなる電気回路で構成されている。そして、ＣＰＵに予め記憶
された制御プログラムや制御データ等に基づき、画像形成装置２０を構成する全ての手段
を駆動制御するようになっている。
【００３８】
　また、画像形成装置２０にＡＤＦ３０等の付属装置が接続されている場合は、同様に、
これらの付属装置と協働して、画像形成装置２０のシステムとして全体が円滑に作動する
ように駆動制御する。
【００３９】
　更に、ＬＡＮ（ローカル・エリア・ネットワーク）等の情報通信網を介して、パーソナ
ルコンピュータあるいは、他の情報機器等と接続されている場合も、制御手段ＥＣは、こ
れらの機器と協働して、作動に必要な情報の記憶や授受を含め支障なく円滑に画像形成装
置２０を駆動制御できるものとする。
【００４０】
　画像形成手段１１は、後述する画像読取手段１３により入力された原稿等の画像情報や
インターネットやＬＡＮ等の情報通信網を介して入力された画像情報に基づく画像を形成
するための手段である。
【００４１】
　例えば、モータ等の駆動源により予め設定された作像方向（例えば、矢印で示す時計方
向）に回転する感光体ドラム（感光体または像担持体ともいう。）５、感光体ドラム５を
一様に帯電する帯電手段６、例えば、入力された画像情報（画像データともいう。）に基
づき信号化され、感光体ドラム５に静電潜像を形成するための、例えば、半導体レーザを
備えたレーザ出力手段から出力されるレーザ光Ｅによる露光を行う露光手段（図示せず。
）、感光体ドラム５に形成された静電潜像をトナー像として顕像化する現像手段７、感光
体ドラム５に形成されたトナー像を転写紙Ｐ等に転写する転写分離手段８、トナー像が転
写紙Ｐ等に転写された後、感光体ドラム５に残留するトナーや紙粉等を掻き落とすための
クリーニング手段９により構成されている。
【００４２】
　定着手段１０は、一般に定着装置ともよばれ、感光体ドラム５から転写されたトナー像
を転写紙Ｐに溶融固着する定着作動を行うための手段である。
【００４３】
　なお、本実施の形態における定着手段１０に関して詳細は後述するが、無端ベルト状の
回転する耐熱性フィルムを介して加熱ローラの外周部に設けられた加熱部材を加圧ローラ
に圧接し、耐熱性フィルムと加圧ローラとで構成されるニップ部に進入する未定着のトナ
ー像が転写された転写紙を加熱部材の発熱体を加熱し、未定着のトナー像を転写紙に定着
させるようにしている。
【００４４】
　特に、本実施の形態においては、加熱ローラは加熱部材を支持するための部材として機
能し、加熱ローラの外周部に設けられた加熱部材は、転写紙の搬送方向に対して直交する
方向の加熱領域の幅がそれぞれ異なる発熱体Ｈを耐熱性の絶縁層で挟持するように構成さ
れている。
【００４５】
　従って、定着作動を行う場合は、定着手段１０に進入する転写紙の幅、或いは転写紙上
に形成される画像の幅に応じて、加熱ローラの外周部に設けられた加熱部材を回転させて
、適切な加熱領域を有する発熱体Ｈを選択し、ニップ部に進入する転写紙に対向する位置
に移動させ固定する共に発熱させて、効率よく、均一な温度分布によりトナー像を転写紙
に定着するようになっている。
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【００４６】
　なお、転写紙の幅、或いは転写紙上に形成される画像の幅に関する幅情報は、本実施の
形態においては、例えば、制御回路ＥＣに入力される画像情報とともに転写紙サイズや転
写紙上に形成される画像の位置等の情報により幅情報として取得したり、コントロールパ
ネルＣＰの操作入力手段により入力された転写紙サイズ等の情報を幅情報として取得する
ようにしているが、さらに、給紙カセットに収納されている転写紙の情報を幅情報として
取得したり、あるいは、転写紙の搬送経路中に設けられた幅検出センサー（図示せず）に
より転写紙や転写紙上に転写された未定着のトナー像を検出して、転写紙の幅や画像の幅
等の幅情報として取得することが考えられる。
【００４７】
　なお、定着作動においては、転写紙上に転写される未定着のトナー像を加熱して定着す
るものであるから、転写紙上の未定着のトナー像の幅を検出して、未定着のトナー像の幅
に対応する加熱領域を有する発熱体で加熱することが望ましいが、現実的には、転写紙毎
に変化する未定着のトナー像の幅を検出して、その幅に対応する発熱体Ｈの加熱領域を発
熱させ定着する作動は困難であるから、転写紙の幅に対応する発熱体を発熱させ定着する
定着制御を行うようにしても良い。
【００４８】
　また、転写紙のサイズは、一般に使用されるＡ４、Ａ３等のＡサイズやＢ５、Ｂ４等の
Ｂサイズだけでなく、また、記録材として転写紙だけでなく葉書や封筒等を含めると記録
材の幅の種類が多数有るので、全てに対応することは困難であるから予め使用頻度の高い
記録材の幅を優先して、発熱体の加熱領域の幅を設定することが好ましい。
【００４９】
　従って、本実施の形態においては、使用する記録材によっては、記録材の幅に対応する
発熱体Ｈの加熱領域が設けられていない場合が想定されるので、このような場合には、記
録材の幅より大きく記録材の幅に最も近い幅の発熱体Ｈの加熱領域を選択設定するように
している。
【００５０】
　画像読取手段１３は、光源ＬＴ、ミラー群ＭＲ、結像レンズＬＺ等からなる読取光学系
と、ＣＣＤ（固体撮像素子）等を含む電気回路からなる読取装置ＥＳとで、構成されてい
る。
【００５１】
　読取装置ＥＳは、画像形成装置２０が複写機の場合は、筐体１の上部に設けられたプラ
テンガラス（図示せず）上に載置した原稿や、自動原稿送り装置３０により、読取位置に
搬送された原稿の画像情報を画像読取手段１３により読取り、例えば、デジタルの画像デ
ータに変換して、制御手段ＥＣに設けられた記憶手段に画像データを記憶するようになっ
ている。
【００５２】
　特に、ＡＤＦ３０により搬送された原稿を画像読取手段１３で読み取る場合は、読取位
置に搬送された原稿を光源ＬＴが照射し、ミラー群ＭＲを介して、原稿からの反射光を結
像レンズＬＺにより読取装置ＥＳのＣＣＤ面に結像させ、ＣＣＤの出力する画像情報を画
像データとして記憶するようになっている。
【００５３】
　給排紙手段１４は、給紙カセット１２と、駆動源としてのモータ（図示せず。）や複数
のローラＲ１～Ｒ９、定着手段１０の下流側の近傍に設けられ、例えば、転写紙の先端又
は後端を検出して通過情報を制御回路ＥＣに出力する転写紙検知手段ＳＥ、及び、搬送方
向切換え部１５に設けられた搬送方向切換え手段ＬＢ、両面印刷時に転写紙を反転させる
反転搬送部１６等からなる給排紙搬送装置として構成されている。
【００５４】
　給紙カセット１２は、例えば、厚紙等の特殊な転写紙ＩＰを収納するカセット１２ａと
、通常の（普通紙の）転写紙Ｐを収納するカセット１２ｂとで構成されている。
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【００５５】
　なお、給排紙手段１４は、使用者がコントロールパネルＣＰで設定した転写紙のサイズ
や転写紙の搬送条件に対応した転写紙搬送モードを実行するための制御プログラムにより
、制御手段ＥＣの指示に基づき駆動され、例えば、特殊な転写紙ＩＰ又は通常の転写紙Ｐ
を選択した後に、駆動源であるモータを回転させることにより、複数のローラ群等を回転
駆動させて、給紙カセット１２から適切なタイミングで感光体ドラム５に向けて特殊な転
写紙ＩＰ又は普通紙Ｐを給紙搬送し、画像が形成された後に、排紙皿３へ排紙搬送するよ
うになっている。
【００５６】
　給排紙搬送手段１４に係る転写紙の搬送条件としては、例えば、印刷に関する操作モー
ドとして、片面印刷モードと両面印刷モードがあり、転写紙の排紙搬送に関する操作モー
ドとして、フェイスアップ排紙モード、フェイスダウン排紙モードがある。そして、これ
らのモードは、前述のように、コントロールパネルＣＰで設定できるようになっている。
【００５７】
　一方、制御回路ＥＣには、転写紙搬送モードの制御プログラムである片面搬送プログラ
ム、両面印刷のための反転搬送プログラム、フェイスアップ排紙搬送プログラム、フェイ
スダウン排紙搬送プログラム等が予め記憶されている。
【００５８】
　従って、制御回路ＥＣは、コントロールパネルＣＰで設定された操作モードに対応して
、転写紙搬送モードの何れかの制御プログラムを選択し、選択された転写紙搬送モードの
制御プログラムにより給排紙搬送手段１４を駆動制御することになる。
【００５９】
　ＡＤＦ３０は、搬送装置全体がＡＤＦ筐体３１で覆われ、ＡＤＦ筐体３１の外部に原稿
載置台３２と排紙部３３が設けられている。
【００６０】
　原稿載置台３２には、例えば、第１頁の原稿面（表面）を最上部にした状態の複数の原
稿ＷＰが載置される。載置された原稿ＷＰは、複数のローラ等により構成される原稿搬送
装置により読取位置に搬送され、読取装置ＥＳで読み取られ、排紙部３３に排紙される。
【００６１】
　ＡＤＦ３０は、図示せぬ駆動制御回路により、画像形成装置２０の制御手段ＥＣと連動
　図２により、本実施の形態における定着手段について説明する。
【００６２】
　図２の（Ａ）図は、定着手段１０の全体を示す模式図であり、図２の（Ｂ）図は定着手
段１０のニップ部を拡大した模式図である。
【００６３】
　図２の（Ａ）図において、定着手段１０は、加熱ローラＴ１、従動回転するローラＴ２
とＴ３、及びＴ４は加圧ローラＴ４からなるローラ部材と、これらのローラ部材に張架さ
れた無端ベルト状の耐熱性フィルムＦ等により構成されており、特に、加熱ローラＴ１の
外周部には複数の加熱領域を有する発熱体Ｈからなる加熱部材Ｎが設けられている。また
、Ｐは矢印Ｘ方向に搬送される未定着のトナー像が転写された転写紙を示している。
【００６４】
　図２の（Ｂ）図に示すように、耐熱性フィルムＦは、例えば、ポリイミド樹脂等により
無端状のフィルムとして構成され、ローラＴ２、Ｔ３及び加熱ローラＴ１に張架されてお
り、耐熱性フィルムＦを介して加熱ローラＴ１の外周部に設けられた加熱部材Ｎとと加圧
ローラＴ４は圧接されている。
【００６５】
　加熱ローラＴ１は、加熱部材Ｎを支持するためのもので、基本的には熱伝導性に優れた
アルミニウム製の円筒体が用いられている。転写紙の幅等に応じて発熱体Ｈの後述する加
熱領域が選択されるとき回転され、選択された発熱体Ｈの加熱領域に通電され加熱されて
いる定着作動時には固定されるようになっている。
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【００６６】
　加熱部材Ｎは耐熱性のあるポリイミド等の樹脂材により形成された耐熱絶縁層で、複数
の加熱領域を有する発熱体Ｈを挟持固定し、加熱ローラＴ１の外周部に、図示はしないが
接着または締結等の適宜の手段により固定されている。
【００６７】
　発熱体Ｈは、例えば、セラミックヒータ、ニクロム線、炭素繊維、銀パラジウム等の抵
抗発熱体により、転写紙サイズ等に関連する複数の幅等に対応する複数の加熱領域を形成
するようにしている。
【００６８】
　加圧ローラＴ４は、例えば、アルミニウム製の円筒体等の基材の外層にシリコンゴムや
スポンジ等からなる弾性層が設けられ、その上に表層が設けられている。
【００６９】
　なお、従動ローラＴ２、Ｔ３のローラの基材としては、加熱ローラＴ１と同様に、基本
的には熱伝導性に優れたアルミニウム製の円筒体が用いられ、表層としては、樹脂製のチ
ューブやコーティング等が使用されている。
【００７０】
　次に定着作動について説明する。
【００７１】
　定着作動を行う場合は、まず、加熱部材Ｎが加熱ローラにより回転され、転写紙の幅に
応じて加熱部材Ｎに設けられた発熱体Ｈの適切な加熱領域が選択され、ニップ部に進入す
る転写紙に対向する位置に移動され固定される。引き続いて発熱体Ｈに通電されると共に
加圧ローラＴ４が図示せぬ駆動源により回転されると、加圧ローラＴ４に圧接する無端状
の耐熱性フィルムＦは加熱部材Ｎに対して接触摺動しながら従動ローラＴ２，Ｔ３と共に
回転する。そして、加熱部材Ｎが無端状の耐熱性フィルムＦを介して加圧ローラＴ４と圧
接されて形成されるニップ部に進入する転写紙に転写された未定着のトナー像を加熱し定
着する。
【００７２】
　このようにして、転写紙の幅、或いは転写紙上に形成される画像の幅（以下、転写紙の
幅等ともいう。）に応じて選択された発熱体Ｈの加熱領域の均一な加熱により転写紙上の
未定着トナー像に対して効率的に安定した定着作動が行われる。
【００７３】
　図３により加熱部材の位置制御について説明する。
【００７４】
　図３の（Ａ）図は発熱体の加熱領域の位置を設定するための作動制御機構を示し、図３
の（Ｂ）図は複数の加熱領域に対する通電制御機構を示している。
【００７５】
　図３の（Ａ）図において、図２と同様に、Ｔ１は加熱ローラ、Ｔ４は加圧ローラ、Ｈは
発熱体を示している。また、ＳＭは加熱ローラＴ１を駆動する駆動源としてのステッピン
グモータである。また、Ｇ１，Ｇ２はステッピングモータＳＭの回転を加熱ローラＴ１に
伝達する歯車列である。さらに、ＥＣＴはステッピングモータＳＭの作動や発熱体Ｈへの
通電制御を行う駆動制御回路である。
【００７６】
　なお、転写紙（記録材）の搬送方向に対して直交する方向の発熱体Ｈの加熱領域の最小
幅ＨＷ１は、転写紙の搬送方向に対して直交する方向の転写紙の最小幅ＰＷ１より若干広
い幅になるように設けられ、同様に、発熱体Ｈの加熱領域の最大幅ＨＷｎは転写紙の最大
幅ＰＷｎより若干広い幅になるように、それぞれ転写紙の幅に対して若干の余裕が設けら
れ、温度分布が均一な発熱ができるように加熱部材Ｎの同一平面上に設けられている。
【００７７】
　なお、転写紙に形成される画像の幅に基づき発熱体Ｈの加熱領域の幅を決定する場合は
、前述の転写紙の幅を所定の画像の幅に置き換えて決定すればよい。
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【００７８】
　また、エンコーダＭｅは、発熱体Ｈの加熱領域を設定するための加熱ローラＴ１の移動
位置を検出する検出手段で、ステッピングモータＳＭで回転された位置を検出して検出し
た位置情報をステッピングモータＳＭの駆動制御回路ＥＣＴに入力することにより、設定
された位置と実際に移動した位置を比較して、一致していない場合は再度、移動させる等
の作動を実行することで、確実に発熱体Ｈの加熱領域が設定できるようになっている。
【００７９】
　また、図３の（Ｂ）図に示すように、発熱体Ｈの加熱領域Ｈ１～Ｈｎは複数設けられ、
加熱ローラＴ１の両端もしくは一方の端部に加熱領域Ｈ１～Ｈｎの電極ＨＰ１～ＨＰｎが
設けられている。
【００８０】
　次に、発熱体Ｈの加熱領域の位置を設定する作動について説明する。
【００８１】
　発熱体Ｈの加熱領域の位置を設定する場合は、前述のように、制御回路ＥＣにより取得
された転写紙の幅または転写紙に形成される画像の幅に関する幅情報に基づき、駆動制御
回路ＥＣＴは、幅情報に基づく発熱体Ｈの加熱領域、例えば、Ｈ１を設定するために、加
熱領域Ｈ１に対応して予め設定された駆動パルスによりステッピングモータＳＭを回転さ
せ、歯車列Ｇ１，Ｇ２により加熱ローラＴ１が回転され、加熱ローラＴ１の外周部に設け
られた加熱部材Ｎが回転する。
【００８２】
　加熱ローラＴ１が回転されると、エンコーダＭｅにより加熱ローラＴ１の位置が検出さ
れ位置情報が駆動制御回路ＥＣＴに入力され、発熱体Ｈの加熱領域Ｈ１が設定されたこと
を確認して位置を設定する作動を停止する。
【００８３】
　そして、駆動制御回路ＥＣＴの図示せぬスイッチ手段等により加熱領域Ｈ１の電極ＨＰ
１に通電され、加熱領域Ｈ１が発熱し、ニップ部に進入した未定着のトナー像が形成され
た転写紙を加熱し定着するようになっている。
【００８４】
　なお、本実施の形態においては、発熱体Ｈの加熱領域の位置を設定する場合にステッピ
ングモータＳＭに付与される駆動パルスは、転写紙の幅または転写紙に形成される画像の
幅に基づく幅情報と発熱体Ｈの加熱領域とが関連づけられて、制御回路ＥＣの記憶手段に
予め記憶されている。
【００８５】
　また、本実施の形態においては、加熱ローラＴ１の外周部に加熱部材Ｎを設け、加熱ロ
ーラＴ１を回転させることにより加熱部材Ｎを回転させ、発熱体Ｈの適切な加熱領域を選
択設定するようにしたが、転写紙の幅等の情報に基づき発熱体Ｈの加熱領域が切り換えら
れるようにすれば良く、例えば、加熱ローラＴ１に代えて加熱部材Ｎを支持する固定部材
を設け、加熱部材Ｎが他の装置で作動して発熱体Ｈの加熱領域が切り換えられるようにも
良く、発熱体Ｈの加熱領域の位置を設定するための作動制御機構や複数の加熱領域に対す
る通電制御機構は図３の（Ａ）、（Ｂ）図と共に説明された手段に限定されるものではな
い。
【００８６】
　以上のように、本実施の形態における定着手段は、転写紙の幅や画像の幅等に応じて適
切な加熱領域を有する発熱体Ｈを選択設定し発熱させることで、構造や制御が簡単で、エ
ネルギーの無駄遣いが起こらず、安定して均一な温度分布を得て、転写紙に転写された未
定着のトナー像を定着できるようにしたものである。
【００８７】
　図４により加熱領域を有する発熱体のパターンについて説明する。
【００８８】
　図４の（Ａ）図は、転写紙の搬送方向に対して直交する方向の発熱体Ｈの加熱領域Ｈ１
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～Ｈｎに関して、例えば、最小幅ＨＷ１から最大幅ＨＷｎが並設されており、転写紙の搬
送方向の幅ＨＬが同じ幅で、１つの加熱領域Ｈ１に対して両端に電極ＨＰ１が設けられた
発熱体パターンが、加熱領域Ｈｎまで複数設けられている状態を示すものである。
【００８９】
　図４の（Ｂ）図は、転写紙の搬送方向に対して直交する方向の発熱体Ｈの加熱領域の一
端が連結された状態で設けられ、例えば、加熱領域Ｈ１に通電する時は電極ＨＰ１とＨＰ
２とを使用し、加熱領域Ｈｎに通電する時は電極ＨＰｎ－１とＨＰｎとを使用するという
ように電極数を削減して構成したものである。
【００９０】
　なお、本実施の形態においては、転写紙の搬送方向の幅ＨＬが同じ幅となるように形成
したが、ニップ部における発熱体の発熱量を増加したい場合や減少したい場合においては
、幅ＨＬの寸法を拡大したり縮小したりして調整するようにしても良く、場合によっては
、発熱体Ｈの加熱領域Ｈ１～Ｈｎに関して、幅ＨＬの異なる加熱領域が存在しても良い。
【００９１】
　また、発熱体Ｈは複数の加熱領域Ｈ１～Ｈｎが加熱部材Ｎの同一平面上に設けられ、ま
た、転写紙の搬送方向に対して直交する方向の発熱体Ｈの加熱領域の幅が最小幅ＨＷ１か
ら最大幅ＨＷｎへ、または最大幅ＨＷｎから最小幅ＨＷ１の何れかのパターンで並設され
ており、他の加熱領域の影響を受けず、均一に発熱し、しかも温度分布が均一になるので
、安定して効率的な定着作動が行え、結果として、高品位な画像が形成できる画像形成装
置を提供できるようになっている。
【００９２】
　図５により、本実施の形態における画像形成装置の回路構成について説明する。
【００９３】
　１００は自動原稿送り装置３０を含む画像形成装置２０全体の各種手段と回路との構成
を示している。１１０は画像形成装置全体の制御を行うＣＰＵであり、画像形成装置２０
を制御するための各種モードのプログラムやプログラムを実行するために必要なデータ等
が予め記憶されている。
【００９４】
　ＣＰＵ１１０には、情報制御回路１２０、画像処理回路１４０、駆動制御回路１５０お
よび電源回路４００等が接続されている。そして、これらの回路により図１に示す制御手
段ＥＣが構成され、画像形成装置２０全体の制御ができるようになっている。
【００９５】
　情報制御回路１２０は、ＣＰＵ１１０の指示により、インタフェース（Ｉ／Ｆ）１３０
を介して外部情報機器５００と接続して、文字や画像等の画像情報や画像形成等に必要な
濃度や倍率等の設定情報をＪＯＢ情報として１つの印刷単位である１ＪＯＢ単位で入力し
記憶手段１６０に記憶する。そして、記憶手段１６０に記憶された設定情報等を画像処理
回路１４０や駆動制御回路１５０、あるいは表示手段３００等に出力するようになってい
る。
【００９６】
　また、情報制御回路１２０は、外部情報機器５００から入力した画像情報や設定情報等
からなるＪＯＢ情報の他に、画像処理回路１４０や駆動制御回路１５０等を含む回路や各
種手段の作動に必要な指示情報に関連する、例えば、操作入力手段２００で入力された各
種情報等を画像形成装置の作動に支障がないように、適宜円滑に画像形成装置の各回路や
各種手段に伝達する機能を有している。
【００９７】
　なお、外部情報機器５００は、主としてコンピュータやインターネット・サーバーであ
るが、場合によっては、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）上の他の画像形成装
置、あるいは、デジタル・カメラや計測した情報を出力可能な計測装置等の情報機器が想
定される。
【００９８】
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　また、本実施の形態においては、情報制御回路１２０は、後述する記憶手段１６０に記
憶された、例えば、１頁当たりの画像情報や記録材である転写紙に関する転写紙サイズ等
のデータから転写紙の幅や画像の幅を求めて記憶手段１６０に記憶したり、例えば、転写
紙の搬送経路中に設けられた幅検出手段（図示せず）からの情報を幅情報として記憶手段
１６０に記憶する幅情報取得手段としても機能するようになっている。
【００９９】
　インタフェース（Ｉ／Ｆ）１３０は、情報授受手段であり、前述のコンピュータや他の
画像形成装置、インターネット・サーバー等の外部情報機器５００と各種ネットワークを
介して接続できるように構成されている。
【０１００】
　操作入力手段２００は、画像形成装置２０のコントロールパネルＣＰに設けられた入力
装置である。前述したタッチパネルを備えた液晶表示装置ＤＰやキーボードＫＢ、及び、
スタート釦ＳＫ等が想定される。
【０１０１】
　例えば、キーボードＫＢを操作することにより、転写材（転写紙、記録紙、または記録
材ともいう。）のサイズや出力枚数または種類（例えば、インデックス用紙、厚紙、普通
紙、薄紙、再生紙、ＯＨＰシート等）、あるいは拡大縮小等の倍率や出力画像の濃度等の
設定情報が入力できるようになっている。
【０１０２】
　また、操作入力手段２００は、場合によっては、画像形成装置２０の各種作動モードを
設定するための入力手段にもなる。例えば、設定入力できる操作モードとしては、カラー
モード、白黒モード、あるいは印刷に関しては片面印刷モードと両面印刷モード、転写紙
の排紙搬送に関してはフェイスアップ排紙モード、フェイスダウン排紙モード等が設けら
れている。
【０１０３】
　また、本実施の形態においては、定着作動に際して転写紙の幅等に応じて発熱体Ｈを選
択して定着するために、操作入力手段２００であるタッチパネル式の表示手段ＤＰやキー
ボードＫＢにより、特に、転写紙サイズに基づく幅寸法を入力して記憶できるようになっ
ている。
【０１０４】
　また、画像形成装置２０の制御回路ＥＣには、設定された操作モードで給排紙手段１４
をＣＰＵ１１０が駆動制御できるように、前述の各種操作モードに応じて予め設定された
各種転写紙搬送モードの制御プログラムが、例えば、片面搬送プログラム、両面印刷のた
めの反転搬送プログラム、フェイスアップ排紙搬送プログラム、及び、フェイスダウン排
紙搬送プログラムとして、記憶手段１６０に記憶されている。
【０１０５】
　表示手段３００は、前述の液晶表示装置、あるいは、液晶表示部にタッチパネル等が組
み込まれた表示装置ＤＰ等により構成されている。
【０１０６】
　表示手段３００には、操作入力手段２００で情報を入力する際の操作手順や各種情報の
一覧表示、あるいは記憶手段１６０に記憶された情報の表示、画像形成装置２０の作動中
の状態表示や警告表示等が表示されるようになっている。
【０１０７】
　画像処理回路１４０は、ＣＰＵ１１０の指示により、画像読取手段１３が読み取った原
稿の画像情報をデジタル変換して、画像データとして記憶手段１６０に記憶させたり、記
憶手段１６０に記憶されている画像データに基づき画像形成手段１１が画像を形成する際
に、画像形成手段１１の画像形成方式に適したデータや信号等に変換する回路である。
【０１０８】
　駆動制御回路１５０は、ＣＰＵ１１０の指示により、画像形成手段１１、画像読取手段
１３、給排紙手段１４、及び、ＡＤＦ３０等を、予め設定された作動モードに基づき、適
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切なタイミングで作動させ画像形成作動を行なわせるための回路である。
【０１０９】
　特に、本実施の形態においては、後述する定着手段１０の加熱位置制御部に設けられた
駆動制御回路ＥＣＴをＣＰＵ１１０の指示により作動させ、転写紙の幅に応じた均一で安
定した定着作動が行えるようになっている。
【０１１０】
　記憶手段１６０は、画像を形成するために必要な画像データ及び画像形成装置２０を制
御するための設定条件等からなるＪＯＢ情報やＪＯＢデータ、及び、各種設定モードのプ
ログラム等の情報を記憶するようになっている。
【０１１１】
　特に、本実施の形態においては、発熱体の加熱領域の位置を設定する場合にステッピン
グモータＳＭに付与される駆動パルスが、転写紙の幅等に基づく幅情報と発熱体Ｈの加熱
領域Ｈ１～Ｈｎとが関連づけられて設定され、記憶手段１６０に予め記憶されている。
【０１１２】
　なお、ＪＯＢ情報とは、画像形成装置２０が複写機の場合は、例えば、原稿の画像情報
に基づき、原稿をセットし、片面又は両面モードの選択、給紙トレイの選択、コピー部数
の選択、印刷濃度の選択などの、個々の仕事（ＪＯＢ）の情報のことで、各種の設定を行
い、コピー開始を指示することにより決定される一連の印刷データをいい、このような１
つの印刷指示（１印刷単位ともいう。）に対応した印刷データ群を１ＪＯＢという。
【０１１３】
　また、同様に、画像形成装置がプリンターの場合は、外部情報機器５００から送信され
た一連の印刷データ群をＪＯＢ情報といい、１つの印刷指示に対応した印刷データ群を１
ＪＯＢという。そして、１ＪＯＢ毎にＪＯＢ情報やＪＯＢデータを取り扱うことを１ＪＯ
Ｂ単位という。
【０１１４】
　なお、ＪＯＢデータとは、ＪＯＢ情報に付随した、例えば、転写材に応じた搬送速度の
データのように、画像形成動作を実行するための制御項目に関する詳細なデータをいう。
【０１１５】
　従って、記憶手段１６０には１つのＪＯＢ毎に、つまり１ＪＯＢ単位（単に、ＪＯＢ単
位ともいう。）でＪＯＢ情報やＪＯＢデータが記憶されている。
【０１１６】
　画像形成手段１１は、図１に示すように、感光体ドラム５、帯電手段６、現像手段７、
転写分離手段８、クリーニング手段９等により構成され、駆動制御回路１５０により作動
される。
【０１１７】
　そして、画像読取手段１３で読み取られ、記憶手段１６０に記憶された画像データに基
づき、ＪＯＢ情報やＪＯＢデータにより制御されて、感光体ドラム５上にトナー像を形成
し、転写材である通常の転写紙（普通紙）Ｐまたは特殊な転写紙ＩＰにトナー像を転写す
るようになっている。
【０１１８】
　定着手段１０は、転写紙の幅等に対応する加熱領域を有する発熱体Ｈを選択設定するた
めの加熱体位置制御部として、図３に示すような、作動制御機構や通電制御機構及び駆動
制御回路ＥＣＴを備えている。
【０１１９】
　そして、定着手段１０により転写紙上に転写された未定着のトナー像を定着する定着作
動を行う場合は、情報制御回路１２０により予め取得された転写紙の幅等の幅情報に基づ
き、記憶手段１６０から対応する駆動パルスが読み出され、読み出された駆動パルスによ
り駆動制御回路ＥＣＴはステッピングモータＳＭを回転させ、加熱ローラＴ１を所定量だ
け回転させる。
【０１２０】
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　加熱ローラＴ１が所定量だけ回転することにより、加熱ローラＴ１の外周部に設けられ
た加熱部材Ｎの所定の加熱領域を有する発熱体Ｈが選択設定され、その後に、発熱体Ｈの
加熱領域に通電して発熱させ、ニップ部に進入してくる転写紙上に転写された未定着のト
ナー像を定着するようになっている。
【０１２１】
　また、例えば、記録材が特殊で、記録材の幅に対応する発熱体Ｈの加熱領域が無い場合
は、情報制御回路１２０は、記録材の幅より大きく記録材の幅に最も近い幅の発熱体Ｈの
加熱領域を選択し、記憶手段１６０から対応する駆動パルスを読み出し駆動制御回路ＥＣ
Ｔに入力してステッピングモータＳＭを回転させ、発熱体Ｈの加熱領域を設定するように
している。
【０１２２】
　なお、発熱体Ｈの加熱領域を選択設定するための作動制御機構に、本実施の形態におい
ては、ステッピングモータＳＭとエンコーダＭｅを組み合わせて使用したが、確実に発熱
体Ｈの加熱領域を選択設定できるのであれば、ステッピングモータＳＭとエンコーダＭｅ
を組み合わせる必要もない。また、例えば、直流モータや交流モータを使用して作動制御
機構を構成しても良く、この本実施の形態の構成に限るものではない。
【０１２３】
　画像読取手段１３は、読取光学系と読取装置ＥＳとで構成されている。駆動制御回路１
５０により作動され、読取位置に搬送された原稿の画像情報を読取装置ＥＳで読み取り、
読み取られた画像情報は、例えば、画像処理回路１４０により、デジタルの画像データに
変換して、記憶手段１６０に記憶するようになっている。
【０１２４】
　給排紙手段１４は、特殊な転写紙ＩＰや普通紙の通常の転写紙Ｐを収納する給紙カセッ
ト１２と、複数のローラやモータ等の駆動源（図示せず。）からなる搬送機構等を有する
給排紙搬送装置として構成されている。
【０１２５】
　給排紙手段１４としての給排紙搬送装置は、ＣＰＵ１１０の指示により、駆動制御回路
１５０を介して作動され、給紙カセット１２から選択された転写紙ＩＰ又は転写紙Ｐを適
切なタイミングで感光体ドラム５に向けて給紙搬送し、片面印刷や両面印刷等の工程を経
て画像が形成された転写紙ＩＰ又は転写紙Ｐを排紙皿３へ排紙搬送するようになっている
。
【０１２６】
　特に、本実施の形態においては、操作入力手段２００のコントロールパネルＣＰで設定
された片面印刷モードや両面印刷モード、及び、フェイスアップ排紙モード、フェイスダ
ウン排紙モード等に対応して、ＣＰＵ１１０は、片面搬送プログラム、両面印刷のための
反転搬送プログラム、フェイスアップ排紙搬送プログラム、フェイスダウン排紙搬送プロ
グラム等の何れかを情報制御回路１２０を介して記憶手段１６０から読み出し、読み出さ
れたプログラムに基づき、駆動制御回路１５０を介して給排紙手段１４を作動し、各モー
ドに基づく転写紙の搬送を行うようになっている。
【０１２７】
　転写紙検知手段ＳＥは、例えば、フォトカプラや機械的なスイッチにより構成され、定
着手段１０の近傍の搬送経路中に設置されており、転写紙の後端を検出した際に通過情報
を駆動制御回路１５０に出力するようになっている。
【０１２８】
　なお、本実施の形態においては、転写紙を搬送する搬送路を切り換えるために、定着手
段１０の下流側に配置された転写紙検知手段ＳＥにより、転写紙の後端を検出するように
したが、転写紙の先端を検出するようにしても良く、例えば、定着手段１０と搬送方向切
換え部１５とが近接しているような場合には、転写紙の先端を検出することで、搬送方向
切換え手段ＬＢを切り換える作動タイミングに余裕を持てるようにしても良いことはいう
までもない。
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【０１２９】
　自動原稿送り装置（ＡＤＦ）３０は、図１に示すように、原稿載置台３２に載置された
原稿を原稿搬送装置により自動的に１枚づつ読取位置に搬送する装置で、画像形成装置２
０のＣＰＵ１１０の指示により、駆動制御回路１５０と連携して作動する。
【０１３０】
　電源回路４００は、使用者の操作により、電源スイッチ（図示せず）が投入されると、
電源から適切な通電が画像形成装置全体に行われ、電源スイッチが遮断されると、通電が
遮断されるようになっている。
【０１３１】
　なお、電源スイッチが投入されていても、例えば、画像形成装置を待機状態にする省電
モードの場合は、ＣＰＵ１１０の指示により、一時的なメモリの記憶内容等の保存のため
に必要な通電のみを継続し、定着手段のヒータ等の他の通電を遮断するするようになって
いる。
【０１３２】
　以上により、本実施の形態における定着作動等について説明したが、転写紙の幅等の幅
情報に基づき発熱体の加熱領域を選択設定して定着作動を行わせることにより、転写紙の
幅以外の部分を加熱したりして、余分なエネルギーを消費させたり、また、転写紙の幅以
外の部分を加熱することにより加熱ローラや加圧ローラ等を熱で損傷させたりするという
問題を解決して、高品位な画像が形成ができる画像形成装置を提供できるようになった。
【０１３３】
　特に、本実施の形態においては、複数の加熱領域を有する発熱体を前記加熱部材の同一
面上に設けたことにより、通電される発熱体を切り換えても、積層構造ではないので熱効
率が変化することがなく、記録材の幅等に応じて必要な部分の発熱体のみが均一に加熱さ
れ温度分布が容易に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置
を提供することができるようになった。
【０１３４】
　また、発熱体に設けられた記録部材の搬送方向に対して直交する方向の加熱領域の幅は
、記録材の幅等に基づき決定されているので、複数の記録材の幅、または画像の幅に容易
に対応することができ、また、必要な部分の発熱体のみが均一に加熱され温度分布が容易
に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供することが
できるようになった。
【０１３５】
　また、発熱体は、それぞれの加熱領域毎に通電が行えるように構成されているので、容
易に記録材の幅、または画像の幅に応じて必要な部分の発熱体のみが均一に加熱され温度
分布が容易に均一にできるので、安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供
することができるようになった。
【０１３６】
　また、制御手段は、記録材の幅、または、画像の幅に関する幅情報を取得する幅情報取
得手段を有し、幅情報取得手段が取得した幅情報に対応する加熱領域を有する発熱体を選
択し発熱作動を行わせることができるので、エネルギーの無駄遣いがなく、効率的に発熱
体を発熱させ安定して高品位な画像形成ができる画像形成装置を提供することができるよ
うになった。
【０１３７】
　また、発熱体を抵抗発熱体で構成したので、構造が簡単で、しかも、発熱体の加熱領域
の幅が所定方向から増加、または、減少する何れかの順に、並設されているので、発熱体
を効率的に切り換えることができ、記録材の幅等に応じて発熱体の切り換え作動や発熱体
による定着のための加熱制御が容易に行える定着装置を有する画像形成装置を提供できる
ようになった。
【０１３８】
　なお、本実施の形態において、画像形成装置として複写機を例に説明したが、電子写真
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ファクシミリ、或いはこれらの複合機としての画像形成装置に適用しても良いことは言う
までもない。
【図面の簡単な説明】
【０１３９】
【図１】本発明に係る画像形成装置の概略図。
【図２】本発明に係る定着装置の模式図。
【図３】本発明に係る加熱部材の位置制御を示す模式図。
【図４】本発明に係る発熱体のパターン図。
【図５】本発明に係る画像形成装置の回路構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【０１４０】
　１　筐体
　２　手差し皿
　３　排紙皿
　４　ローラ
　５　感光体ドラム
　６　帯電手段
　７　現像手段
　８　転写分離手段
　９　クリーニング手段
　１０　定着手段
　１１　画像形成手段
　１２　給紙カセット
　１３　画像読取手段
　１４　給排紙手段
　１５　搬送方向切換え部
　１６　反転搬送部
　２０　画像形成装置
　３０　自動原稿送り装置
　３１　ＡＤＦ筐体
　３２　原稿載置台
　３３　排紙部
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